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●教えて健康法 人生１００年時代の体づくり～オーラル編～
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HOT情報
国保で

ＭＢＣテレビ毎月第１、第２金曜日の
16時35分頃放送中

「冬の感染症 
解説Show 2023」

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科鹿児島大学大学院医歯学総合研究科
の西 順一郎教授にお話を伺い、12 月の西 順一郎教授にお話を伺い、12 月
８日にお伝えしました。８日にお伝えしました。

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科の鹿児島大学大学院医歯学総合研究科の
西 順一郎教授西 順一郎教授

新型コロナウイルスの治療薬
今は新型コロナウイルスの治療薬が12歳以上の
一般の方でも処方されるようになっています。

インフルエンザ・新型コロナウイルスに
感染しないために気をつけること
まず一番の対策としては、ワクチンの接種です。ワ
クチンの有効率は、50％〜70％と言われています。
※ 「有効率50％」とは、ワクチンを接種した人と、そうでな

い人を比べると、発症する人の割合が50％減少し、発病リ
スクも半分になるということ

この冬を乗り越えるポイントは？
周りの人に広げないように配慮することが大切です。
・体調が悪いときは飲み会などの参加を控える
・マスク着用や換気　・石鹸を使った手洗い
コロナ・インフルエンザだけに限らず、この時期の感染症に備
えていきましょう。
症状が強く体がきつい場合は、医療機関を受診することも大切
です。

引き続き感染対策を心がけてこの冬を乗り越えましょう！

※治療薬の効果
・症状を早く改善
・重症化予防
・ウイルス量を減らす
・後遺症リスク軽減


